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令和８年７月８日 湯河原町公共交通会議資料

資料No.５熱海市交通空白解消事業における湯河原町への乗り入れについて

説明趣旨：
静岡運輸支局より、今年度の熱海市交通空白解消事業の内容について、乗
入れ先の湯河原町の地域公共交通会議内での事業説明のほか、依頼事項とし
て以下の確認を求められたため、今回の説明の場を頂きました。
【確認内容】
「熱海市民を、熱海市泉地区と湯河原町の間で送迎するにあたり、湯河原町
内の公共交通の運行に影響を及ぼさないこと」 の説明を行いその理解を得る
事。
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熱海市交通空白解消事業の申請内容
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令和８年７月８日 湯河原町公共交通会議資料



4

１．交通空白地域の基本的定義（一般的な観点より移動支援が必要と考えられる地域）

①鉄道の駅より経路で８００ｍ以上
②バス停より経路で３００ｍ以上
２．特別交通空白地域の定義（無条件に移動支援が必要と考えられる地域）

①交通空白地域において７０ｍ以上の区間１２％以上の勾配（傾斜
角度）が続く地域
②交通空白地域内の自宅より目的地までの区間において、徒歩に
よる移動時間が鉄道、バスによる移動時間を上回る地域

３．準交通空白地域の仮定義（特定の条件下において移動支援が必要となる地域）

①鉄道もしくはバスの運行時間が2時間に1本以下の時間帯がある
地域（その時間帯において交通空白地域と定義する）
②鉄道の駅より経路で８００ｍ未満バス停より経路で３００ｍ未満の
距離においても、そのうち７０m以上の区間バリアーフリー限界値８
％以上の勾配が続く地域

本事業における交通空白地域の定義

熱海市交通空白解消事業における交通空白地域の定義
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交通弱者定義の必要性：
自治体経営の観点から言えば、本来自治体の施策は、納税する自治体
内の住民、企業や自治体で消費活動をしてくれる観光客等のためのも
のであり、利用者不在の交通空白地域に対する移動支援手段の投入
は意味が無い。従って施策の対象者＝交通弱者を明確にする必要性
がある。
本事業においても、自治体との連携を前提としているため、対象者（交
通弱者）の定義を明確にして実施することとした。
←移動手段を持つ住民はどこに住もうと交通空白と感じていない

熱海市の交通弱者定義に関する状況：
熱海市においては、年齢的な定義はまだ出来ておらず、交通空白地域
との関係についても定められていない。

１．本事業における基本的な交通弱者の定義

条件：年齢問わず交通空白地域に居住する交通手段を保有しないもしくは利
用できない住民

熱海市交通空白解消事業における交通弱者の定義
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２．本事業における重点支援対象交通弱者の定義
条件：地域に貢献してきて今後も納税者となりうる交通空白地域の７０歳以上

の高齢者＊及び、地域の将来を担う通学する子供の内、以下の条件を
満たすもの
①自分で車両による移動が不可能
②車両非保有
③免許非保有（免許返納含む）
＊国が定める高齢者の定義は65歳以上だが、高齢化率が48.7％と市としては
県下一高く、さらに高齢化が進む熱海市では自治体負担が大きくなり当該定
義がマッチしない可能性があるため70歳以上★とした。
★「令和7年度高齢者福祉行政の基礎調査 - 静岡県」より後期高齢化率（75歳
以上）は、３３．4％。

３．本事業においてサービス対象とする交通弱者の条件
・本事業は、実用化に際しての問題点、課題及び解決方法抽出を目的とする実
証事業であるため、対象を、より実証効果が高いと思われる交通空白地域及
びその周辺在住の交通弱者とした。
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熱海市交通空白地域＊の解消と市内交通弱者＊救済を目的として、市および
利用者の負担を最低限にすることを条件とする、交通空白地域内の自宅と市役
所、商業施設、病院、学校等生活基盤施設間でバスとタクシーの中間的な性格
の往復運行を行う「まめっこ号」の実証事業を行い、実用化のための要件を抽出
、事業化計画を作成する。
運行は交通空白地域、生活基盤施設所在地域にそれぞれ乗降エリアを定めて
行い、それ以外のエリアでは乗降を禁止する。
なお交通空白地域内での乗降は自由とするが、公共交通機関を含む既存交
通機関が存在する生活基盤施設所在地域では、既存交通機関への影響を考慮
し、往路は下車のみ復路は乗車のみを可能とする。また運行における輸送料金
は、利用自由度の低い電車バスを利用した場合より高く、利用自由度の高いタク
シーより安くする。
これら利用の制約とそれに見合う料金の採用により、各交通機関の棲み分け
を図る。

熱海市交通空白解消事業の内容要約
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・主として高齢者、子供が中心となるため、
体力面、事件、事故、獣害対策を前提に自
宅送迎を前提とする。
・交通空白エリアと目的エリア及びそれらの
地域内の始点（終点）決め、それらを結ぶ
ルートを利用希望者の自宅を経由して運行
する。
・既存交通機関への影響を考慮し、運行に
おいて、交通空白エリア内の乗降は自由と
するが、目的エリアにおいては、往路は下
車のみ、復路は乗車のみを条件とする。

【運行条件・方法】【運行地域】 緑=交通空白地域、赤=目的地

熱海市交通空白解消事業における運行地域と運行条件・方法
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最大走行距離：9.8km 料金 一律400円（ゆたぽん号同等料金）
←実証においては、実証時のより効果的運賃設定及び地域のおけるバスやタクシー等の利用促進効果検証のため乗車
補助券を発行する可能性有

湯河原町乗入れに関する運行ルートと乗降位置・運賃

基本乗降位置：TDI前（始点）→交通空白地域内自宅→落合橋＊→熱海市役所泉支所→泉本区バス停
→Aコープ→一福堂裏→Maxvalue湯河原店→湯河原病院→エスポット（終点）

注）＊印はバス結節点

令和８年７月９日 湯河原町公共交通会議資料


